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水道料金、下水道使用料や人口などの推移
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水道料金（税込み） 行政区域内給水人口

水道料金（56億 1,884万円）

水道事業収入の大半を占める水道料金については、税込額では前年度に比べ約6,033万円の減少となり、

56億 1,884万円の収入となりました。
今後、節水機器の普及や水需要の減少するなか、配管や施設の老朽化対策工事などに着手する必要があ
るため、引き続き経費節減と経営の効率化に努める必要があります。

水道料金及び行政区域内給水人口の推移（平成25年度～令和3年度）

下水道使用料（33億 3,147万円）

下水道使用料については、税込額では前年度に比べ約1,018万円の減少となり、33億 3,147万円の収入

となりました。税抜額も前年度より減少して、30億2,861万円となりました。
処理区域内人口は前年度に比べ約1,400人減少し、水道使用量の減少等により下水道使用料も減少傾向
になります。安定的な経営のためには、さらなる経費節減や計画的な更新に努めるほか、将来の下水道使用
料の改定を視野に入れる必要があります。
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下水道使用料（税込み） 処理区域内人口

下水道使用料及び処理区域内人口の推移（平成25年度～令和3年度）
（千円）

（千円） （人）
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重要給水施設管路耐震化事業（2億2,483万円）

水道ビジョン（Ｈ27～Ｒ11年度計画）に基づき、浄水施設等の更新を進めました。老朽化が進んでいる浄

水場等を計画的に更新を行うことで、強靭な水道を構築するとともに、施設の統廃合等を検討し、水道事

業の効率化を図ります。

老朽配水管の布設替工事、都市計画事業や下水道事業など他の事業に関連した配水管の布設替

工事、市民の方々からの要望による配水管の新設や水圧増強工事などを実施しました。また、各浄水場

の計装設備改修工事などをはじめとした浄水場施設等改良工事を実施しました。

水道事業会計の主な事業（令和３年度決算）（税込み）

地域防災計画等を参考に、災害時に特に重要と考えられる施設（災害拠点病院4箇所、災害対策本部

など9箇所）を重要給水施設と位置づけ、災害時でも給水できるように供給ルートの耐震化を図ります。

令和3年度は群馬県庁へ続く管路の耐震化業務が完了しました。

【重要給水施設】

①群馬県庁②前橋市役所③消防局中央消防署④水道局⑤大胡支所⑥宮城支所⑦粕川支所⑧富士見

支所⑨グリーンドーム前橋⑩前橋赤十字病院⑪群馬大学病院⑫済生会病院⑬群馬中央病院

【R3年度時点工事完了箇所】①、④、⑨、⑪、⑬

県央水道受水費（18億8,464万円）

配水の割合 自己水（地下水） 44.0％（前年度は44.3％）

県央水（表流水） 56.0％（ 〃 55.7%）
県央第一水道 39.6％（単価： 50円/ （税抜））
県央第二水道 16.4％（単価：100円/ （税抜）） ※県央第二水道の単価は令和2年4月1日から102円→100円になりました。

施設等更新事業（2億7,046万円）

配水管等改良事業（9億3,823万円）
浄水場施設等改良工事（1億6,847万円）

【主な更新事業】

①荻窪受水場の築造工事（8,743万円）

総額4億2,378万円＜R3～R5年の3か年で実施＞

R3年度 8,743万円

R4年度 2億306万円（予定）

R5年度 1億3,329万円（予定）

②敷島浄水場詳細設計業務（6,773万円）

新型コロナウイルス感染症の影響で設計期

間R1～R2年予定だったものがR3年度に繰越し

た委託業務

R1年度繰越分 1,947万円

R2年度繰越分 4,826万円
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令和３年度　水道事業会計決算の概要
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【収益的収支】・・経常的な収支の状況

収入合計６７億６，３８５万円

水道施設維持管理費

８億２，１１２万円

(12.8%)

県央水道受水費

１８億８，４６４万円

(29.4%)

減価償却費等

２４億２，０２３万円

(37.8%)

支出合計６４億５３９万円

支払利息

２億１，４０１万円

(3.4%)

(  )内は構成比

職員人件費

４億６，０７６万円

(7.2%)

水道料金

５６億１，８８４万円

（83.1%)

加入金及び負担金

４億２，１１５万円

(6.2%)

長期前受金戻入

６億４，３８８万円

(9.5%)

その他

７，９９８万円

(1.2%)
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【資本的収支】・・投資的な収支の状況

収入合計７億８，４１２万円

（補てん財源を除いた合計）

支出合計３２億６，８３４万円

企業債

４億９７０万円

(52.3%)

工事負担金

３億６，２５８万円

(46.2%)

一般会計出資金等

１，０１６万円

(1.3%)

国庫補助金

１６８万円

(0.2%)

【補てん財源とは】

資本的収入が資

本的支出に不足

する場合に企業

内に留保している

資金で不足額を

補てんするもの。

(  )内は構成比

補てん財源

（支出合計-収入合計）

２４億８，４２２万円

事務費等

２億２，１６４万円

(6.8%)

配水管や浄水場施設

の建設改良費あああ

１１億６，２５２万円

(35.5%)

耐震管整備費

２億２，４８３万円

(6.9%)

企業債償還金

１２億８，１０２万円

(39.2%)

税込み

一般管理費等

６億４６３万円

(9.4%)

純利益

（収入合計－支出合計）

３億５，８４６万円

管網整備費

１億７８７万円

(3.3%)

施設等更新費

２億７，０４６万円

(8.3%)

税込み
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下水道事業会計の主な事業（令和３年度決算）（税込み）

処理場・ポンプ場施設の維持管理（10億7万円）

水質浄化センター（六供町）は、昭和38年に運転を開始し、現在、処理面積1,171.6ha、処理能力

は、84,200 /日となっています。
また、赤城山大洞処理場は、大沼周辺の47ｈａが処理面積で、昭和63年に運転を開始し処理能力

は、1,000 /日となっています。
なお、中継ポンプ場は市内に10か所設置されており、汚水等を処理場へ円滑に流下させるために重

要な役割を担っています。

管渠新設事業（8億8,062万円）

下水道ストックマネジメント計画事業

（2億9,568万円）
下水道施設すべてを一体的にとらえ、計画的に点検・

調査・改築を行うことで、施設全体の機能確保を図るこ

とを目的とした下水道ストックマネジメント計画に基づき、

老朽管の改築・更新事業を実施しました。

流域関連公共下水道事業計画を中心に、6,272.8ｍの汚水

管渠を整備しました。

この結果、令和3年度末における下水道整備区域は、前年

度に比べ44.0ha増え、6,352.4ha（整備率91.4％）となりまし

た。

管渠新設事業については、令和7年度を目途に下水道未普

及地区の整備が概ね終了する予定です。

◆下水道処理人口普及率

◆R3年度末現在

※汚水処理人口普及率：公共下水道、農業集落排水、

合併処理浄化槽、地域し尿を含めた普及率

83.1%

55.4%

群馬県

92.6%

80.6%

全国平均

汚水処理人口普及率※

下水道処理人口普及率

94.4%

71.6%

前橋市

平成30年度末 令和元年度末 令和2年度末 令和3年度末

71.2% 71.4% 71.5% 71.6%

水質浄化センター更新事業基本設計業務

（1億1,715万円）2年目

水質浄化センター（六供町）は場内の最も古い施設が

50年以上を経過し、更新が必要な時期を迎えたため、更

新事業の基本構想を策定しました。現施設を稼働しなが

ら、現地での建て替えとなるため、事業完了まで長期間を

要する事業となります。

《今後のスケジュール》

計画策定 ：令和 2年～令和 6年

①第1期工事：令和 7年～令和 9年

（管理棟建設）

②第2期工事：令和10年～令和12年

（し尿受入施設建設）

③第3期工事：令和13年～令和19年

（水処理施設（新1系）建設）

④第4期工事：令和20年～令和24年

（汚泥処理施設建設）

⑤第5期工事：令和25年～令和31年

（水処理施設（新2系）建設）

現在の水質浄化センター施設配置図

更新後の水質浄化センター施設配置図

新１系水処理施設

管理棟

し尿

受入棟

新２系水処理施設

汚泥処理施設

沈砂

ポンプ棟
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令和３年度　下水道事業会計決算の概要

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

7,000,000

8,000,000

【収益的収支】・・経常的な収支の状況

下水道使用料

３３億３，１４８万円

(46.4%)

一般会計からの繰入金

（雨水処理経費他）

２６億５２７万円

(36.3%)

長期前受金戻入

１２億２，４５３万円

(17.1%)

その他

２，０４５万円

(0.2%)

職員人件費

３億８，８５０万円

(5.7%)

下水道管や下水処理施設

の維持管理費

１３億５,９０２万円

(20.1%)

流域下水道（県）への

汚水処理負担金

９億８，４２１万円

(14.5%)

減価償却費等

３２億２，４９０万円

(47.6%)

支払利息

５億７，５１８万円

(8.5%)

一般管理費等

２億４，０４９万円

(3.6%)

純利益

(収入合計-支出合計)

４億９４３万円

収入合計７５億２，８７２万円収入合計７１億８，１７３万円(  )内は構成比 支出合計６７億７，２３０万円
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1,492,000

【資本的収支】・・投資的な収支の状況

企業債

１４億９，２００万円

(52.1%)

国県補助金

７億２，２７０万円

(25.3%)

負担金・出資金等

５億４，６６６万円

(19.1%)

(  )内は構成比

受益者負担金・分担金

１億７０万円

(3.5%)

補てん財源

（支出合計-収入合計）

２４億９，４２８万円

収入合計２８億６，２０６万円

（補てん財源を除いた合計）

支出合計５３億５，６３４万円

下水道管の新設や

更新事業費

１２億８，５１５万円

(24.0%)

雨水対策費

１億３，２２７万円

(2.5%)

事務費等

２億１７２万円

(3.8%)

企業債償還金

３１億８１７万円

(58.0%)

税込み

流域下水道建設費

５，９６７万円

(1.1%)

下水道処理施設の

建設改良費

５億６，９３６万円

(10.6%)

【補てん財源とは】

資本的収入が資本

的支出に不足する場

合に企業内に留保し

ている資金で不足額

を補てんするもの。
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